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世界地質

図'委員

会の動向

まえがき:昨年12月インドの首都ニュｰデリｰにお

ける第22回万国地質学会の際招集されたこの委員会に

は地質調査所から徳永重元･砂川一郎･神戸信和と服

部仁が出席し傍聴した.この委員会が生まれてからす

でに30年以上もたっているのに最初の事業計画である

世界地質図の編さんカミ未だ終了してい狂いので出版に

は至ってい狂い.しかし近年別のいくつかの事業カミ

スタｰトし今後も多食化してゆくものとと思われる.

そこで今回の委員会における討議内容を述べる前に世

界地質図委員会℃ommissi㎝forth琶G801ogicalMap

OftheWor1d'の生い立ちをふりかえりその組織と業

務内容に立ち入りなカミらこの委員会の動向を柾がめて

みたい､

この委員会は万国地質学会に付属する委員会のなか

でもっとも大きな組織でありまたその歴史も一番古い.

そして現在ではこの委員会の下部組織として若千の

小委員会を擁している.

1881年イタリア北部のボロｰニャ(Bo1ogna)で開かれ

た第2回万国地質学会においてこの学会最初の事業と

して100万分の1の地質図の作製カミ討議された.その

後長い空白期間をおいて1910年スウェｰデンのストッ

クホルムの第11回万国地質学会ですでに独自の立場か･

ら仕事を進めていたヨｰロッバの地質図委員会が世

界地質図の編さんのプログラムを立てることに決った.

しかしその後もプログラムの立案は具体化されることな

く1929年に現在の南アフリカ共和国の北東部にあるプ

レトリア(Pretoria)での第15回万国地質学会において

この事業の促進をはかるため従前の委員会を独立機関

として鶏昆慈せた記すぎ念かった｡

第愛次性界大戦後刎跳蝉イギリスの猿シドンで開か

れた鶏18回万園地質学会紀おいてはただ単記組織か再

編され実りの扱い組織いじりぽ終始して書だわけであ

る.実際に黍貴会が活動を始めたのは蝸2隼かって

のフランスの海外県であったアルシ皿リアのアルシ黒紀

おける第鵡回万園地質学会でその当時利周の可能であ

る地質図を編簾し地域ごをの地質鰯を作る具体策が決

った(当時の所長三上釦芳出席)吉王95蟻年9月メキシコ

のメキシ饒市での第凄胴万園地質学会(兼子勝元所長出

席)には地質図編さんの進捗状況が報告され漢だ将来

服部仁

計画カミ具体的ぽ討議された田またヨｰロッバ大陸の国

際地質構造図編集を新た荏事業の1っとしてとりあげる

ことになり同時に2つの小委員会が発足した.1つば

世界の鉱床生成区図小委員会Sub･Commissi㎝:Metal-

logenicMapoftheWorIdで他の1つは世界地質

構造図小委員会Sub･Commission:TectonicMapof

theWorIdである.

これまでは万国地質学会の開催地でその会期申に開か

れていた世界地質図委員会も1958年3月には学会とは

別個にパリに招集された.この委員会にはその当時

ロンドンに留学中であった砂川一郎氏カ滝報で急拠出席

を求められてバリヘ飛んだというエピソｰドがある.

ここではヨｰロッパ大陸の地質構造図(250万分の1)

の編さんの成果が16枚のシｰトにより展示され参加

した委員たちの目をうぱったと伝えられている.中心

議題は世界地質図･鉱床生成区図の内容検討であった.

1960年8月北欧諸国の協力で開催されたデンマｰクの

コペンノ･一ゲンの第21回万国地質学会(当時の地質部長

斉藤正次出席)においての委員会では事業推進の種々

具体案が示された.地質構造図については先のヨｰ

ロッパ大陸の地質構造図のりっぱな成果を基礎に構造

帯の国際的対比の試みが提案された.鉱物分布図･鉱

床生成区図の編集方針も決まりとりあえず個々の国

あるいはいくつかの隣接国が寄り集って組をつくりそ

こにおいて各自の試案をまとめることに荏った.1962

年12月には再びパリに委員が招集されとくに地質構造

図の国際的対比の具体策が論ぜられ対比用の凡例の試

案が提出された.以下に述べるのはその内容である.

編さん方法は地質図のように標準化が容易でなくまた各

国間の相互協力の乏しいことおよび国際的凡例の作製にあた

インドで印刷されたECAFE地域地質図の題字もともと6枚1組で

裏打ちして1巻のかけ軸とすると大きさ180cmX180cmになる�
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1962年オランダで印刷になった石油･天然ガス図の題字

って統一された用語の必受性が強調されている.具体的な実

施計画は

(i)地質図委員会の業務の1つであり国際地擦物理観測年

(IGY)の計画により進められているいくつかの国際的

研究にも協力する

(ii)陸地地域:地域別の地質構造小委員会のもちよる資料か

ら協同編さん者の責任によりまとめあげる

(iii)太洋地域:国際地質学連合(IUGS)と国際測地学地球

物理学連合(IUGG)の代行機関である海洋地質学委

員会Com㎜issionforMarinedeologyカミ編集する

(iY)凡例の原案をつくり1500万分の1のモデルの地質構造図

を画く

(v)以上の実施計画が万国地質学会で承認をうければ1965

-1968年で編さんをおし進め1968年のチェコスロバキ

アの学会に提出する予定

この機会に水理地質図Hydrogeo1ogica1Mapの編さ

んカミ認められこの委員会の業務リストにもう1つ加わ

ることになった.以上のような足どりをたどって今

回の委員会カミもたれたわけである.現在委員会の構成

は次のように在っている.1人の会長(F･Blonde1)8

人の地域毎の副委員長(北および中央アメリカ:W-D.

Johnston,Jr.;南アメリカ:A.R.La㎜ego;U.S.S.R･:

N.Belyae∀sky;アフリカ:F.Dixey;アジア･極東:

B.C.Roy;オｰストラリア･オセアニア:J.M.Revner;

ヨｰロッバ1A.Bentzおよび中東:M.Mostofi)

および各国代表から在る.各国代表には地質調査所

長あるいは主任が選ばれて出席するのカ三慣例と怒ってい

る.

以上述べた世界地質図委員会の仕事のうちアジア極東

地域地質図類の編さんは国連機構のECAFEが担当し

協力する体制で業務を推進している.簡単にこの点に

ついてふれてみると大体次のような経過がみられる.

1953年東京ぽおけるECAFE地域の鉱物資源開発部

会議(ECAFERegiona1Confer㎝ceonMinera1Re一

sou･cesDeve1op伽ent)において計画が生れ業務がス

タｰトした.1954年11月タイのハンコックにおける第

1回ECAFE地質図作成会議(当時の地質部長河野義

礼カ拙席)に始まって1956年6月第2回ECAFE地質

図作成作業部会と鉱物資源開発小委員会が東京で開かれ

また1957年11月第3回のインドのカノレカッタ(金原均二

燃料部長カ拙席)では鉱産図の編集責任副こ日本カミイ

ンドと共に指名をうけた.1959年には500万分の1

ECAFE地域地質図カミインドで印刷され6枚シｰトで

1組にたっている.1960年4月東京での第4回目の

会議では会の名称が第4回上級地質学者の作業部会

(The.FourthSessionoftheWor止i㎎PartyofSenior

Geo1ogist§[EcA肥])に改められ地質構造図の編さ

んをとりあげた.この地質構造図は作業部会のとりく

んでいる一連の地図類では第辿番目にあたる.1963

年3月のマニラの地質会議(斎藤正次所長出席)では

アジア地質構造図の凡例カミヨｰロッパ方式に決められた.

これは500万分の1の縮尺で1963年12月までに編さん

責任者であるマラヤ地質調査所に送付するよう要請が出

された.この計画は世界地質図委員会の業務と一致し

てV･た､同年8月に鉱物分布図(Minera1Distri･

butionMap).が日本で印刷された.500万分の1のス

ケｰノレで4枚1組になっている.もう1つの業務であ

る鉱床生成区図Meta11ogenicMapは地質構造図と

同じく世界地質図委員会のとりあげているものとも一

致しておりECAFE地域では日本国地質調査所長雅編

さん責任者に選ばれていてその成果は今回のニュrデ

リｰの委員会で展示し審議をうけたのち1965年印刷の

はこびとなっていたわけである.

さてここで本題の世界地質図委員会にもどって19

64年12月13目の事務局のつどいに始まり19目の委員総

会の最終討議にいたるまでの7日間の白熱した報告討

論カミ行なわれたが簡単にその要点を総括してみよう.

石油･天然ガス図の全ぼう大きさ140Cm×210cm4シｰト

つてv･た

1組とな�
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■小委員会!

l1委員会i部会!

1'1､竺竿構造図1鉱床生雄図■■

=12月13目(タ)事務局会一｣

ヨ'議

14目(後)総会

15目(前)大陸と国(後)国別の地図と

1岬､肋地質図㎏脇告/1湖1菱国隷

､､目1(甫､､)南アメリカアフ1ツバl

lリガ･中岳東の報告!

=劉銚暮シア極1

181ヨ(後)用語

作業部会

19目(後)総会

まず地質構造図について各国からの報告を紹介しよ

う.

北アメリカ:この地域全体にわたってアメリ

カ合衆国地質調査所のP.B-King氏から一般的な説明

があった.す泣わち既刊のものにはTectonicMap

ofNorthAmerica(1962)とTectonicMapofMexico

(1961)とカミあり500万分の1の縮尺のTectonicMap

ofNorthAmerica(1964)は手描きにより南半

分(アメリカ合衆国メキシコ中央アメリカ酉イン

ド諸島)は完成しておりこの委員会に提出してある.

しかL北半部(アラスカカナダグリｰンランドアイ

スランド)の編集は遅れていて1965年に完了の予定で

ある.ひき続いてカナダ地質調査所のC.H.Stockwe11

氏から現状の説明が行なわれた.地質調査所として独

白に500万分の1の地質構造図を出版の予定であるけれ

どもそれに用いる資料はその都度P.B.Ki㎎氏が提

出し北アメリカの地質構造図作製に貢献している.

編集の終ったのはカナダ層状地地域でカナダのアパラ

チアンと北極地方の地図カミ残っている.まとまった範

囲内の資料は3,333,333分の1の原図に記入しこれカミ

500万分の1に縮少される予定.注目をひいたのは

世界最大といわれるカナダ層状地において1,400個の

㌔霧舜

影舛ぺ

}､蝦;･･….､

極東地域の石油･天然ガス.図
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"⑬緊
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1963年目本で印刷になった鉱物分布図4シｰト1組がけ軸にした

大きさは140cmx210cm

アイソトｰプによる年代測定(うち900はカリウムｰア

ルゴン法)の結果によってみごとに構造区分の行なわれ

たことである.そのほかこの地質構造図には磁力異

常重力異常(ブｰゲｰ異常)および裂鐘系と岩脈の関

係などカミ図示さている.

グリ団ンランド;デンマｰクAarhus大学の

A･Berthelsen氏により報告が放された.ここでは厚

い氷河により地表がおおわれているので地質調査の可

能地域はきわめて狭い区域であってそれも海岸付近に

限られているという特殊事情か述べられた.しかし

北部と北東部の地質構造図は既刊になり先カンブリア

時代の岩石に関してはカナダのGrenvi11e系と北欧

のKare1ian系との対比を考慮しコペンノ･一ゲン大学

におけるアイソトｰプ年代測定の結果をあわせて比較検

討している.

南アメリカ

チリ;1965年までに出版予定を報告し大きく5つ

の造山運動と3つの火成活動の構造単位に区分しこれ

らを個々に説明した.また新生代の銅鉱床の地質学的

位置にも言及した.

アフリカ;南･東･中央･西･北酉･アラビア半

島･モロッコの7つのブロックに分けその個々のブロ

ック代表者から報告があった.先カンブリア時代の変

成岩の細分にはたくさんのアイソトｰプの年代測定を

さかんに使っている.ブロック間の相互対比のむずか

しいことながら中近東地方のブロック内での意見の相

逢が表面に出てその早期調整が望まれた.またアフ

リカの政膚不安定という環境のもとでとくに中央アフ

リカブロック(コンゴ･カメノレｰンなど)における先カ

ンブリア時代の区分問題は現地調査によってはここ当�
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分解決不可能と訴えられた.

インド;標準凡例に忠実に従って構造区分が進

められその結果は地質調査所長B.C.ROy氏により

発表された.ここでも先カンブリア時代の区分にあた

ってはアイソトｰプ年代測定法カミ採用となっている.

アジア･極東1マラヤ地質調査所長のJ.B.

Alexander氏が総括的に報告した.日本がこのなかに

含まれてv'るのでその報告について少々詳しく述べて

みる.まず編さんの経過が述べられた.1954年

ECAFEの援助のもとに地質図類の仕事か始まり1960

年第4回準備会においてこの地質構造図がとりあげられ

その責任者にマラヤ地質調査所長が選ばれた.1963年

第5回の会議で国際的凡例にもとづいてこの地質構造

図を作製すると決定し関係諸国へ1964年7月までに提

出するよう要請した.その期目までに地質構造図の報

告書が届いたのは日本イランとマラヤのみであった

gでこの委員会に闇に合うよう初校を完成することが

できなかった.中国大陸については最近の資料が入手

できないので1962年ソ連のまとめた400万分の1の地.

質構造図を引用して中国大陸をカバｰした.このよ

うなわけで現状ではアジア極東の地質構造図を完成

する見通しがたたないのでとりあえず資料未提出の

アフガニスタンビルマカンボジァセイロンイン

ドネシアラオスバキスタンタイおよびベトナムの

諸国に早急に提出をうながし1965年に開催予定の作

業部会までには間に合うようにとの要請を出した.編

藁の終った部分の地図について詳しく説明カミあった.

国際的凡例によるとこの地域ではいくつかの困難があり

たとえぱ色で区別すると重ねなけれぱ表現のむずかしい

場合カミそれである.このような困難を克服するため

とくに時間的変化をよりよく図示することを主目的にし

た新しい構造区分法が提案された.

ソビエト連邦;縮尺250万分の1の大きな地図

が展示された.内容のりっぱさに感嘆したけれども

そのわりに2人の講演者(T.N,Spi･arsky氏とL.T'

BorOvikOv氏)の説明が英語であって配布印刷資料の

一部を棒読みした程度で説得力に欠けていたようであ

る.発表になったもう1つの力作はJu一んKosygin

氏によるシベリア地方の古地質構造図であってこれは

カンブリア紀とそれより所期の堆積物を敢除いた古い地

質のみに関する構造か表現してあった.要点の1つに

はこの地図にみる古い構造線がより新しい時代の地質

を支配するという相互関係の解釈が出たとと.最後に

Murat0Y氏によるユｰラシブ大陸の地質構造図カミ発表

になつた.

以上各地域･国別の報告に続いて討議が行在われた.

2･3の要点をあげてみると国際的対比の困難さをも

っともはっきり浮きぼりにした問題であってヨｰロッ

バの地質学者の提唱した凡例による表現法｡用語カミ北

アメリカはもとより英国においてもあまり尊重されなく

てそれぞれが独自の方法にもとづいて地質構造図を作

製しているという不一致にあった.ヨｰロッパの人た

ちかすでに確立された表現法と主張するのに対してア

メリカ合衆国代表らはその表現法の原則は理解できる

としても他地域への適用は未だ実験的段階といえるも

のでヨｰロッパ方式をそのまま採択するには多くの難

点がある.またの問題点は大きな造山運動の現象と

小さな規模のものとの間を区別することおよび深成岩

の区分の仕方に統一のみられなv･ことが指摘された.

こうしたいくつかの大きな難問に直面してはいるものの

アイソトｰプによる年代決定法を導入することにより

大きな地質構造が効果的に区分されていた.ことに先

カンブリア時代の細分はこの資料がなくてはほとんど

不可能でありカナダ層状地の地質構造区分はその好例

できわめて印象的であった.

鉱床生成区図の小委員会においても地域別の報告が

あったあと討議が行たわれ同じようないくつかの難点

が指摘された.日本はアジア･極東の鉱床生成区図編

さんの責任国であってその立場からの見解が日本代表

西脇親雄氏(三井金属鉱業)から述べられた.その要

旨は現在採用している凡例を小さい縮尺の地図に挿

入するには環太平洋の若い造山帯で複雑な地質構造を

もつ日本では表現が困難である.また日本に特有な

te工escopicやxenoscopic鉱床あるいは温泉沈澱物を図

示することか大へん意義深いのにも拘らずそれが不可

能であるなどと現凡例の不完全さを指摘し後目この

地域にふさわしい表示法を地質調査所長から提案する予

定と述べた一この見解についていろん匁国から賛意

が表明された｡一スウェｰデンの代表からはとくに鉱

床と成因とが結びつけられない場合の扱い方および党カ

ンブリア時代の熱水性交代鉱床の閥顧が出された｡ま

た英国代表は地質構造図と同様にこの凡例も葉た利用

しにくいと訴えた.このように凡例の不完全さを各国

カミ指摘したので議長のW.D.Jchnston,此氏は凡例

に用いるシンボルの決定法として次のことを提案した.

まず50万分の工の地質図を使ってそのなかに種々の情

報を記入する.この段階ではシンボルを使用し荏い

で一応の実験的草案とする.これをお互いに持ち寄�
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ってシンボルを決める段階にすすむ.この提案に対し

てフランス側から小さな特徴を除外すれば現在の

凡例に少々の修正を加えるだけでじゅうぶんなのではな

いかと反ばくカミあった.18目午後の用語作業部会には

βhata10ff氏(ソ連)を長として,英･米･仏･スウェ

ｰデン･チリの代表とともに日本も参加国に指名されて

いた.この討議には日本代表として西脇親雄氏が列席

した.

最終目の19目の総会てば一般的問題の討論と2つの

小委員会への勧告が行なわれた.討議のなかで激論が

かわされたのはこの世界地質図委員会とIUGS(国際

地質学連合)あるいはUNESC0との関係であった.

本委員会はIUGSよりも会員が多いのでそのなかに融合

することなく将来も協力しあってゆくまたUNESCO

とは直接折渉し在いで委員会は独自にbetterand

cheapermapを準備できるよう努力する.UNESC0

はIUGSを通じてこの委員会の出版事業に資金面でめ

協力を惜しまないとそれぞれの組織体の立場が明らか

になった.凡例の問題は歯時点においては準備段階

のものとし第23回万国地質学会のおりに結論を出すこと

に狂った地質構造鐵小委員会への勧告のおも匁もの

を若干紹介してみると

②

③

④

ヨニロッパア"カ北アメリ初ソ嬢の諸地域獄初版

を早く網版抑

ヨｰ熊ツバは篤婁版を作製する

凡例の改良に努力する

ア刈カ地域内の恵蒐調整を行匁う怨め蝸5年商ア列

力で義倉､愛もつ

アグア苗極策地域ではA童蝋貧舳鮒沃淡黄任奮もって

未提出の蟹冷へ互9鰯牢叢でに地質構造園の欝料を艦閑す

るよう督偲す義

1966年のバリの監修委員会の総会で道00万分の夏の地質

構造図を討論する

作業部会で決めた凡例に使う国語は英語フランス語

スペイン語ロシア語イタリア語ポルトガル誌を採用

しレキシコン(Lexicon)と歩調を合せるなどである

鉱床生成区図小委員会にはヨｰ側ツバの凡例を使う

レキシコンに協力することなどが勧告され淀由そのほ一

がの勧告には新しくもう1つの小委員会を設置するこ

とがあった.それは水理地質図小委員会(S曲心㎜一

missionofHydrogeo1ogy)である｡

以上が世界地質図委員会を中戸にして動いている穣序

の地図類の編さん出版事業の様子である｡

すでに述べてあるので一部重複するかも知れないけれ

どもここで日本国地質調査所がこれらの事業に協力し

進めてきている仕事について簡単にまとめておこう.

i)地域地質図(RegionalGeologica1MapforAsiaand
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1954年に溝手して1959年インドで印刷500万分の1

ii)地域鉱物分布図(RegionalMinera1Distribution

Map)1957年カルカッタの会議で日本カミ提案

編さんの責任者はインド地質調査所長その補佐役は

日本国地質調査所長と決った凡例には世界地質図

委員会に提案されていたソ連案を修正した晃,のを採用

した1963年目本で印刷500万分の1

iii)石油･天然ガス図(OilandNatura1GasMapof

�楡慮����慳琩

1959年にスタｰトし英国海外堆質調査所ボルネオ担当

者が中心となって編さんし1962年オランダで印刷と

なった

iv)地域鉱床生成区図(RegionalMeta11ogenicMap)

日本国地質調査所長カミこの地域の総括責任者

現在進行中

v)地域地質構造図(RegionalTectonicMap)

マラヤ地質調査所長が編さん責任者

vi)1千万分の1世界地質図

i)の50D万分の1の縮尺の地質図をさらに縮小簡略

化し少ない枚数で世界をカバｰする目的,インド

地質調査所長がECAFE地域のまとめ役に匁っている

終りにもっと詳しく世界地質図類のことを知りたい

.方のために参考資料と←てつぎの地質ニュｰスを紹介

しておく.

①アジア鉱物資源開発地域会議東京において開催No.1

��㌩

②エカフェ鉱物資源開発地域会議特集号No.1(1953)

③エカフェ水利開発地域会議No.9(195進一7)

④タイ国ハンコックで開かれたECAFE地域の地質図作成

会議および第1回鉱産資源開発ふ委員会会議No.13

(ユ95トユ)

⑥工千万分の1世界地質図書出版計画についてNo.19

����

領)獲CAFE地域各国の地質調査事業の現況No.24(1956

��

⑦猛CAFE第2回地質図作成作業都会鉱物資源開発小委

員会東京で開催No.25(1956-5)

⑥東京で開かれた第2回ECAFE地域の地質図作成会議お

よび鉱産資源開発小委員会会議特集号No.9(1956-8)

⑨メキシコの世界地質会議に列席してN◎｡31(195ト凄)

⑩第3回滋CA亙猛地域の鉱産費源関発小委員会蒲よび地質

圏作成作業部会紀顯腐してNo.41(1958一亙)

⑩皿カラ楓主催鶴遂聞上級地質技術者の作業部会の成果に

ついてNむ亡榊(工960-6)

⑫箪狐回万園地質学会の様子とおもな決議N⑪.77(1961-1)

⑱鐙初の嘗一ロッパ願際構造地質團N◎.夏エ3(1964-1)

⑭鶏鵬団扇際地質学会近く開かる胴｡王2屡(1964-12)

⑲鶏鋤回万園地質学会紀出席して胴｡129(196δ一5)
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